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協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
、　
　
　
　

　
　
会
員
募
集
な
ど
の
チ
ャ
ン
ス
！

　

絆
づ
く
り
こ
う
な
ん
実
行
委
員

会
（
事
務
局　

地
域
協
働
課
内
）
で

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
絆
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
、

交
流
の
機
会
と
し
て
「
こ
の
指
と
ま

れ　

絆
づ
く
り
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
に
参

加
で
き
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
午
前

９
時
～
）

場
所　

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

募
集
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
組
織

参
加
方
法　

①
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
②
パ
ネ
ル
展
示
③
ブ
ー
ス
出
展

④
チ
ラ
シ
設
置
（
複
数
可
）

申
込
締
切　

１
月
20
日
㈮

そ
の
他　

・
参
加
に
当
た
っ
て
は
、
助
成
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

事
前
説
明
会　

１
月
29
日
㈰
午
前

11
時
～　

市
民
・
協
働
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
２

階
）
大
会
議
室

申
込
・
問
合
せ　

地
域
協
働
課
（
内

線
３
２
３
）

平
成
24
年
度
普
通
課
程
訓
練
生

募
集
科
目　

①
建
築
デ
ザ
イ
ン
科

②
モ
ノ
づ
く
り
総
合
科
（
電
気
電

子
制
御
コ
ー
ス
、
機
械
加
工
コ
ー

ス
）

訓
練
期
間　

①
２
年
②
１
年

定
員　

①
20
人
②
各
30
人

選
考
日　

２
月
17
日
㈮

選
考
方
法　

面
接
お
よ
び
筆
記
試
験

応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
30
歳
以
下
の
方

（
平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

方
を
含
む
）

費
用　

入
校
検
定
料
４
、４
０
０
円
、

入
校
料
５
、
６
５
０
円
、
授
業
料

（
年
額
）
６
万
円
（
別
途
教
科
書

お
よ
び
作
業
服
代
金
な
ど
が
必
要

と
な
り
ま
す
）

入
校
日　

４
月
６
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

１
月
６
日
㈮
～
２

月
９
日
㈭
に
、
入
校
願
書
（
犬
山

公
共
職
業
安
定
所
に
用
意
）
を
県

立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校
（
〒

462
―

0023
名
古
屋
市
北
区
安
井
２

―
４
―
48
☎
０
５
２
―
９
１
７

―
６
７
１
１
）
ま
た
は
、
犬
山

公
共
職
業
安
定
所
（
〒

484
―

8609
犬

山
市
松
本
町
二
丁
目
10
☎
０
５
６

８
―
61
―
２
１
８
５
）
へ
（
郵
送

可
）。

平
成
24
年
度
４
月
生

募
集
科
目

①
電
気
機
器
科

②
総
合
造
園
科

選
考
日　

①
２
月
27
日
㈪
②
３
月
２

日
㈮

訓
練
期
間　

１
年

定
員　

各
30
人

選
考
方
法　

面
接
お
よ
び
筆
記
試
験

応
募
資
格　

離
転
職
者
の
方
な
ど

で
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
平

成
24
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を

含
む
）

費
用　

無
料
（
教
科
書
お
よ
び
作
業

服
代
金
な
ど
は
必
要
と
な
り
ま

す
）

入
校
日
　
４
月
６
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

１
月
10
日
㈫
～
２

月
17
日
㈮
に
、
入
校
願
書
（
県
立

一
宮
高
等
技
術
専
門
校
、
犬
山
公

共
職
業
安
定
所
に
用
意
）
を
県
立

一
宮
高
等
技
術
専
門
校
（
〒

491

―
0113
一
宮
市
浅
井
町
西
浅
井
字

北
山
７
６
２
ー
１
☎
０
５
８
６

―
51
―
１
２
５
１
）
ま
た
は
、
犬

山
公
共
職
業
安
定
所
（
〒

484
―

8609

犬
山
市
松
本
町
二
丁
目
10
☎

０
５
６
８
―
61
―
２
１
８
５
）
へ

（
郵
送
可
）。

　

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
主
人
公
で
す
。
今
回
、
説
明
す

る
第
３
章
（
第
８
条
～
第
10
条
）
は
、

そ
の
主
人
公
と
し
て
の
権
利
や
責

務
、
事
業
者
等
が
ま
ち
づ
く
り
で
果

た
す
役
割
を
示
し
て
い
ま
す
。

第
８
条
　
市
民
の
権
利

　
「
市
民
は
、
自
ら
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
権
利
を
有
す
る
と
と
も

に
、
執
行
機
関
等
が
行
う
政
策
の

形
成
、
執
行
及
び
評
価
の
過
程
に

参
加
し
、
自
ら
の
意
思
を
表
明
す

る
権
利
を
有
し
ま
す
。」

　

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
を
自
ら
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
、
市
政

へ
の
参
加
で
、
執
行
機
関
等
が
行

う
政
策
形
成
か
ら
そ
の
評
価
ま
で
、

自
ら
の
意
思
を
表
明
で
き
る
こ
と

を
権
利
と
し
て
保
障
し
ま
す
。　

第
９
条
　
市
民
の
責
務

　
「
市
民
は
、
市
民
自
治
の
主
体

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
自
ら
の
発
言
及
び
行
動

に
責
任
を
持
つ
も
の
と
し
ま

す
。」

　

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
際
に
、
そ
の
発
言
や
行
動

の
影
響
を
考
慮
し
、
市
民
自
治

の
主
体
と
し
て
の
責
任
を
持
つ

こ
と
を
責
務
と
し
て
い
ま
す
。

第
10
条
　
事
業
者
等
の
役
割

　
「
事
業
者
等
は
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
認
識

し
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

役
割
を
持
ち
ま
す
。」

　

事
業
者
等
も
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
責
任
を
自
覚
し
、
協

働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
こ
と
や
、
そ
の
従
業
員
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
場
合
に

は
、
そ
れ
に
配
慮
す
る
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
役
割

を
持
つ
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

※
事
業
者
等
＝
市
内
で
主
に
経

済
活
動
と
し
て
の
事
業
を
行

う
企
業
な
ど
の
法
人
の
組
織

や
個
人
事
業
主
を
指
し
ま
す

が
、
ほ
か
に
公
益
的
活
動
を

行
う
組
織
も
含
め
ま
す
。

問
合
せ　

地
域
協
働
課
（
内
線

３
２
３
）

江
南
市
市
民
自
治
に
　
　

　
よ
る
ま
ち
づ
く
り
　
　

　
　
　
基
本
条
例
の
中
身

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
３

⑧

協働と参加
情報共有で
まちづくり

絆
づ
く
り
カ
フ
ェ

県
立
名
古
屋　
　
　

　

高
等
技
術
専
門
校

県
立
一
宮　
　
　
　

　

高
等
技
術
専
門
校

絆


